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2009 年度、在庫 DI、設備稼働率 DI の推移と業種別の特徴 
 
 
 
 

 
TDB 景気動向調査では、前年同月比でみた在庫や設備稼働率の変化を表す指標とし

て、それぞれ在庫 DI と設備稼働率 DI を算出している。 
一般的に、企業は景気の拡大期には需要が増加することを見越して生産設備の稼働

を高め、意図的に在庫を増加させる。 
一方、景気の縮小期は、需要の減少によりモノやサービスが売れなくなるため、返

品の増加や発注量の減少により意図せず在庫が増加する。需要の見込まれないなかで

在庫を抱えることは、管理維持費などのコストが経営を圧迫する要因となるため、企

業は生産設備の稼働を低下させ在庫を減少させる。このように、在庫の増減と設備稼

働率には密接な関係がある。 
そこで、2009 年度の在庫 DI と設備稼働率 DI の推移から業種別でどのような傾向が

あったかを探った。 
 

全体の動き 

まずは在庫 DI と設備稼働率 DI の動きを確認する。（図 1）。 
在庫 DI について 2009年度の平均をとったところ 43.5 となり、2008年度平均（49.2）

に比べ 5.7 ポイント減と大幅に減少した。 
また、設備稼働率 DI についても 2009 年度平均が 37.6 となり、2008 年度平均（41.7）

に比べ 4.1 ポイント減と大幅に減少した。 
これは、2008 年 9 月のリーマン・ショックによる大幅な需要減に対して生産設備の

稼動停止などによって在庫を大きく減少させたことが影響している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 2009 年度の在庫 DI と設備稼働率 DI、ともに 9 割以上の業種が前年より減少 
・ 在庫 DI、設備稼働率 DI、2009 年度初めは『製造』を中心に外需向け産業が大幅に減

少するものの、年度後半からは大きく上昇

（図1）　在庫DIと設備稼働DIの推移
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在庫 DI は 2008 年 10 月以降、50 を下回り 2009 年 10 月頃まで減少傾向が続いた。

その後は改善傾向となったが、直近の 2010 年 3 月（44.9)もリーマン・ショック時の

水準（2008 年 9 月、50.0）まで回復していない。 
一方、設備稼働率 DI はリーマン・ショックから 2009 年 4 月頃にかけ大幅に低下し

たが、翌月以降は改善傾向となり、2010 年 3 月（45.9)はリーマン・ショック時の水準

（2008 年 9 月、44.7）まで回復した。 
 

業種別の動き 
2009 年度平均の在庫 DI を業種別にみると、51 業種中 47 業種で 2008 年度平均を下

回り、全体の 9 割を超えた。 
在庫 DI が最も大きく減少したのは「鉄鋼・非鉄・鉱業製品卸売」で、以下「輸送用

機械・器具製造」「紙類・文具・書籍卸売」となった。「鉄鋼・非鉄・鉱業製品卸売」「輸

送用機械・器具製造」はリーマン・ショック以降、先進国向けを中心に輸出が急減し

たことに対し、企業が在庫を大きく削減したことが要因である。「紙類・文具・書籍卸

売」は景気悪化による国内商業印刷需要の大幅な減少などに対応し、在庫を大きく削

減させたことが影響している。 
一方、在庫 DI が増加した業種は「娯楽サービス」「専門サービス」など上位 5 業種

すべてが『サービス』となった。『サービス』は内需向けの業種が多く、輸出製品の多

い『製造』や『卸売』などに比べ在庫の削減が緩やかであったことが要因であると考

えられる。 
 
2009 年度平均の設備稼働率 DI を 51 業種別にみると、在庫 DI と同じく 47 業種で

2008 年度平均を下回った。 
設備稼働率 DI が最も大きく減少したのは「機械製造」となり、以下「人材派遣・紹

介」「電気・ガス・水道・熱供給」と続いた。上位 3 業種はいずれも、リーマン・ショ

ックによる『製造』の需要減が要因とみられる。「人材派遣・紹介」は派遣切りなどが

影響したほか、「電気・ガス・水道・熱供給」も工場停止などで大口需要が減少したこ

とが要因と考えられる。 
一方、上昇は 51 業種中 4 業種にとどまった。「専門商品小売」「医薬品・日用雑貨品

小売」がともに最高となり、以下「その他の小売」と上位 3 業種すべてが『小売』と

なった。しかし、いずれも 1.0 ポイント以下の小幅な増加にとどまり、設備稼働率 DI
も 50 を下回るなど設備稼働率は低下傾向にあった。 

 
現在の動き 

2010 年 3 月の在庫 DI は前月比 1.0 ポイント増の 44.9 と 4 カ月連続で増加した。し

かし、依然として 50 を大きく下回っており企業の在庫圧縮は未だ続いていることが伺

える。また、設備稼働率 DI も改善傾向にあるものの 50 を大きく下回っており、企業

設備の稼働状況は前年同月を下回る水準が続いている。 
業種別でも在庫 DI が 50 を上回る業種は『サービス』の 5 業種のみにとどまってい

る。 
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一方、設備稼働率 DI は「輸送用機械・器具製造」「化学品製造」など『製造』の一

部を中心に 8 業種が 50 を上回る水準に回復している。これはアジアを中心とした新興

国向けの輸出の回復によって生産活動が活発になっていることが要因と考えられる。 
 
2009 年度の初めは、外需の大幅減に対応した『製造』や『卸売』などの在庫 DI、

設備稼働率 DI がともに急激な低下を示した。一方、これらに比べ内需産業の多い『小

売』『サービス』などは在庫削減、設備稼働率の低下は緩やかであった。 
設備稼働率 DI は 2009 年 5 月以降、在庫 DI は 2009 年 12 月以降、中国など新興国

を中心とした需要回復を背景に改善傾向が続いている。しかし、在庫 DI、設備稼働率

DI ともに、8 割を超える業種が 50 を大きく下回っており前年度を下回る水準が続いて

いる。 
国内景気は今後も緩やかな回復が見込まれるものの、外需の回復の恩恵を受ける業

種と、デフレや雇用不安など脆弱な内需に影響される業種とで改善ペースの格差が広

がる可能性もある。幅広い業種の在庫の適性水準の回復、設備稼働の本格回復には時

間を要する見込みである。 
 

（産業調査部 経済動向研究チーム Ｋ.Ｎ） 


